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１．研究計画の概要 

安全工学を念頭に置いた爆燃/爆轟の爆発現

象に関する研究例は少なく，今後その一層の充

実が必要である．この問題の困難さは，爆発現

象そのものが予見できない事故であることや規

模が大きく，対象とする場が様々な意味で理想

的ではないことに起因している．また，爆発現象

を考えるとき，閉鎖的空間と開放的空間におい

て生じる燃焼形態や爆発現象の時間的発展に

ついて違いがある． 

本研究課題では，閉鎖的空間，その中でも管内

における爆発現象に着目して研究をすすめる．

これは，原子力発電所や水素貯蔵施設など燃

料の漏洩を嫌い気密性が重要とされる施設の事

故において，配管内部における爆発発生により

施設に多大なる損害が生じたと事故報告がなさ

れているからである．  

 

期間内に取り組む研究内容： 以下に，本研究

課題で取り扱う「管内における爆発」に関する研

究内容を示す． 

（1）曲がり管内の曲がり部における衝撃波/爆轟

波の伝播過程の解明 

（2）曲がり管内の曲がり部における衝撃波/爆轟

波の管壁への荷重過程の解明 

（3）管内における衝撃波の液相入射に伴う干渉

過程の解明，及び管壁への荷重過程の解明 

（4）管内における爆轟波の液相入射に伴う干渉

過程の解明，及び管壁への荷重過程の解明 

 上記の研究内容は，大きく２つのテーマに分け

られる．１つめは，曲がり管内における爆発波

（爆風/燃焼波）の問題である．施設内の配管は

直管部が主であるが必ず曲がり部を有している．

そしてそのことが配管内における爆発発生時に

おいて多大なる圧力負荷がかかることとなり配管

破断に陥り，施設に多大なる被害を及ぼすことと

なる．２つめは，事故発生時の被害予測として不

明な点が多い爆轟波と液相との干渉である．配

管内部に滞留している液相（水など）に爆轟波

が入射した場合には，反射と透過が起こり，反射

による管壁への圧力増大と液相との干渉による

相変化などが予想される．これらの内容につい

ては，実験と数値解析において条件を合わせる

ことにより，現象の細部にわたる比較検討を行い，

爆発現象とその被害発生を科学的に取り扱うこ

とを目指す．そして，数値解析技術により，現象

再現の可能性を明らかにすることを目的とする． 

 

２．研究の進捗状況 

曲がり管内の曲がり部における爆轟波の伝播過

程について、数値実験及び物理実験から多くの

知見を得ており、順調に研究成果を得ている。

実験と数値解析では対象とするスケールが異な

ることから、それぞれが相手の領域を補完するこ
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ととなり現象理解と解明にとって、すぐれた研究

体制を確立していると考えている。また、爆轟波

発生機構についても同様に検討を行い、管内に

おける直接起爆と反射による起爆形態に関して

検討を行っている。また、液相との干渉について

は、数値解析コードを完成させ、今後解析を進

めるところである。 

 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 

(理由) 

研究計画に記載した大きな４つの研究課題につ

いては、曲がり管内の曲がり部における衝撃波/

爆轟波については実験及び解析ともに順調な

達成を示している。液相との干渉については、

実験は予備実験を完了し、数値解析においても

解析コードをほぼ完成させている。 

 

４．今後の研究の推進方策 

これまでの研究成果を踏まえ、曲がり管における

現象解明については更なる検討を続けることが

必要である。これは、これまでの成果が極めて順

調であることから、研究成果の完成度を高め新

たな成果を世界に発信する必要性を感じたから

である。また、それと同時に液相との干渉に関し

ても実験及び解析準備は整っており、平行して

実験と数値解析を進める予定である。 
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